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新中期経営計画発表に伴う配当方針の変更について 

 

当社は、2021 年 5 月 14 日に、「最高の“時”にいつも TBS コンテンツがある」ことを目指して、「TBS グ

ループ VISION2030」を発表いたしました。併せて、2021 年度から 2023 年度を第１フェイズとする「TBS

グループ 中期経営計画 2023」（以下、「中計 2023」といいます。）を策定、さらに翌 2022 年 5 月 13 日に

は、その「中計 2023」をアップデートしております。そして、本日、次なる第２フェイズとして「TBS グ

ループ 中期経営計画 2026」（以下、「中計 2026」といいます。）を発表いたしました。 

「中計 2026」は、TBSグループがメディアグループからコンテンツグループへ進化するための成長戦略、

及び、それを実現するための財務戦略をお示ししたものとなります。そうした成長を通して株主の皆さま

への利益還元を更に充実させるための施策を明示しております。 

このような考えの下、本日開催の取締役会において、配当方針を下記のとおり変更することを決議いた

しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．配当方針 

当社は、認定放送持株会社として高い公共的使命を果たすとともに、将来の成長に資する事業投資や

競争力ある事業展開を通じて企業価値及び株主価値の持続的な向上を目指すため、必要十分な株主資本

を維持することを基本方針としております。 

配当につきましては、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題と位置付け、連結ベースの配当性向

を従来の 30%から 40%を目処に引き上げ、安定的かつ継続的な配当を行うことを基本といたします。ま

た、業績の伸長等を勘案した上で、特別配当等により株主の皆様への利益還元の充実に努めてまいりま

す。なお、特殊な要因で利益が大きく変動する場合等については、別途その影響を考慮して配当額を決

定いたします。 

 

さらに、配当に加えて、総還元性向を意識し自己株式の取得も機動的に実施することで、株主の皆さま

への利益還元に努めてまいります。 

以 上 


